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ll)上野吉一 ･森村成樹 (1999)飼育チンパン
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(2)大学院
平成11年度大学院生

生物科学専攻 (霊長類学系)

氏 名 学年 指等教官 研究テーマ

栗田博之 D5 大将秀行 ニホンザルにおけるア

カンボウの成長と死亡

率について

田代杓子 D4 加納隆至 アフリカ大型玩人損の

採食生態

伊藤浩介 D3 小鴨群三 霊長類の性格の生物学

的研究

泉 明宏 D3 小嶋群三 霊長類の聴覚

大平桝司 D3 林 品治 霊長類脳発達における

神経栄養因子受容体の

分子生物学的研究

竹元博幸 D3 上原孤刀 野生チンパンジーの採

食生態

松原 幹 D3 上原m刀 野生ニホンザルの交Ii

職術と採企暇術の関連

水谷俊明 D3 松沢哲郎 市Jilコミュニケーショ

ンにおけるP道北唄の

役割

官本俊彦 D3 茂原信生 霊長類における四肢骨

形態とロコモーション

様式および系統との関

連

長谷川由香子 D2 平井啓久 大脳基底核 一視床ルー

プのシステム

早川祥子 D2 上原血刀 野生ニホンザルの繁殖

戦略に関する研究

平田 聡 D2 松沢哲郎 チンパンジーの社会的

知性

船越美校 D2 大将秀行 ニホンザルの採食生態

と保全
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劉 成淑 D2 竹中 修 二ホンザル精巣におけ

る発現遺伝子の変化

DyahPerwi tasari-Farajauah

D2 川本 芳

杉原的氏 Dl 片山一道

松元まどか Dl 三上孝允

下関ゆき子 Dl 加納隆至

土四順子 Dl /川島洋三

中井梢嗣 Dl 片山一道

藤田志Jb Dl 上原重男

上野有理 M2 加納隆至

純野俊平 M2 三上孝允

加藤啓一雌 M2 三上孝允

郷 山王広 M2 平井啓久

近藤央別口 M2 損田 穣

西村 剛 M2 坊田 穣

インドネシアのカニク

イザルの迫伝的変異性

に関する研究

休学

休学

野生ケナガクモザルの

社会構造

加齢に伴う認知機能の

変化に関する生理心理

学的研究

古代人および霊長類の

古病理学的研究

野生ニホンザルメスの

性行動とホルモン動態

ニホンザル新生児にお

ける採食行動の発達

図形識別を担う視覚情

報処理経路の研究

報酬や嫌悪刺激への前

部帯状回の関与

テロメア配列を指標と

したマダガスカル産原

披類の染色体進化の解

析

オナガザル亜科におけ

る大臼歯唆耗と歯牙使

用法

ヒトを含む霊長玩頚部

器官系の比較形態学的

研究

Am KarinaZavalaGuillen

M2′竹中 修

MauraLuciaCeu

M2 友永雅己

打越万音子 M2 松沢哲郎

Gene也:diverdtyamong

A血 lgreata拝S血 d

onmitochon血ialDNA

Seqtm

Cognitiveaspectsof

tooluseincaptive

chhm

テナガザルの身体成長

と行動発達
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猿渡正則 Ml 三上孝允 アカゲザル第4次視覚

野における注意の神経

活動に与える影響

瀬尾淳一 Ml 加納隆至 ニホンザルのオス間関

係について

山下大輔 Ml 林 基治 サル中枢神経系におけ

るBDNF,NT-3の迫

伝子発現に関する研究

森 琢磨 Ml 林 基治 霊長類脳発達における

神経栄養因子の研究

GordBarrettMl 森 明雄 Endocrinecorrelates

ofrank,reproduction

andaggresioninmale

Japanesemacaques

(Macacafuscata)

く研究概要)

柴田博之 :ニホンザルにおけるアカンボウの成長

と死亡率について

高崎山自然動物Bilにおいて餌付けされているニ

ホンザルを対象として､前年度までに得られたア

カンボウとその母親の体重を分析した.また高崎

山と幸島における初期死亡率データを分析した｡

田代靖子 :アフリカ大型類人綾の採食生態

ウガンダ共和国カリンズ森林において､霊長甑

の採食生態と環境利用.種間の相互関係に関する

研究をおこなった｡

伊藤浩介 :霊長類の性格の生物学的研究

新潟大学脳研究所の超高磁場核磁気共鳴装匿を

用いて､ヒトの頭頂葉を対象とした機能的MRI

研究を行った｡

泉 明宏 :ニホンザルにおける和音の感覚的協

和 ･不協和の知覚

ニホンザルを対象として､和音の感覚的協和 ･

不協和の知覚について実験的に検討した｡

大平耕司 :神経栄養因子受容体 (TrkB)情報伝達

系の解析

TrkBの情報伝達機構を解明するため､TrkBの

ダイマー形成について解析を行った｡また.情報

伝達系の中心と考えられている細胞膜内の微小領



域 ~Raft''へのTrkBの局在性について検討した｡

竹元仰事 :野生チンパンジーの採血生態

1)生息環境を定見し､乾季 ･雨季､食物_Tnの増

減に対しチンパンジーがどのように行動を変化さ

せて対応しているか検討した｡2)野生チンパン

ジーの菜食に対する選択性を調べ､植物化学的な

選択の基準を明らかにした｡

松原 幹 :野生ニホンザルの交尾戦術と採食戦術

の関連

野生ヤクシマザルを対象に,交尾戦術による活

動n変化､および採食行動の時間的 ･空間的 ･社

会的変化について分析し､繁殖に伴うコス トを明

らかにした｡野生ゴリラの保全活動を紹介し､ゴ

リラの高い繁殖突紙をもつ動物園の飼育環境とそ

の効果について報告した｡

水谷俊明 :音声コミュニケーションにおける声道

共鳴の役割

発声しているときの口唇の三次元形状を計測

し､それが音響特性に与える影響について考宗し

た｡また､人工飼育されているアジルテナガザル

の赤ん坊を対象に､音声および運動の発達を縦断

的に記録した｡

官本俊彦 :霊長掛 こおける四肢骨形態とロコモ-

ション様式および系統との関連

霊長類の四肢骨における様々な形態の計測法を

検討し,比較的標本数の多い致種の霊長矧 こつい

てロコモーションおよび系統とq)関連を考察し

た.

長谷川由香子 :大脳基底核 一視床ループのシステ

ム

覚醒下のラット大脳皮質第一次運動野に薬物を

注入することによって神経活動を人工的に誘発

し.その活動が脳内のどの領域に伝達されている

か.応初期迫伝子の発現を指標として検出した.

早川祥子 :野生ニホンザルの緊荊戦略に関する研

究

九州南部屋久島の野生ニホンザルにおいて非佼

鞘的なサンプルを使用したDNA解析により父子

判定を行い.行動データとの比較を試みる｡

平田 聡 :チンパンジーの社会的知性

飼育下のチンパンジーを対象に､ トークンを利

用した2個体のかけひき､辺穴任Fnの社会的学習.

自己認知と他者認知について,それぞれ実験的研

究をおこなった｡また.西アフリカ ･ギニアにお

いて野生チンパンジーの調査をおこなった｡

船越美枝 :ニホンザルの採食生態と保全

中部山岳地帯に生息するニホンザルの行動域､

土地利用.食性の調査を行い.近年報告が始まっ

た夏期における造林木剥皮加害について検討を行

なった｡

劉 成淑 :ニホンザル和典における発現遣伝子の

変化

Inattemptingalarge-scaleidentification

andcharacterizationofthosegenes.Ihave

examinedthembydifferentialdisplayPCR
methodbasedontheidentificationofa

varietyofexpressedgenesbyPCRreaction

andcomparisonoftheCDNA.ItisrM3SSibleto

identifyupto10.000-14.000PCRproducts,

whichrepresentgenesexpressedinthe

tissueunderstudy.Interestingly.only

comparativelysmallcohortsofthegenes

appeartoshowsignificantchangesintheir

levelsofexpressionbetweenbreedingand

non-breedingseasonsandduringdeveloping

andagingprocess.

DyahPerwitasari-Farajallah:インドネシアの

カニクイザルの迫伝的変果性に関する研究

ThelongtailmacaquesMacacaFascJ'cuJan's

onTabuanIsland.Indonesiahavedarker

pelageandskincolorthanmainland

populationsinWestJavaandSouthern

Sumatra(KyesetalH1996).Inspiteofthe

ract山atprominentlydarklongtailmacaques

inl1abitcddec°-waterfringingislands(Nicobar

Islands,northwestofSumatra,Simeulueand

LasiaIslands.westofSumatra,Maratua

Island.eastofBorneo)andshallow-water
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f一ingingislands(KarimunjawaIsland,north

ofJavaandBelitungIsland,betweenSumatra

andKalimantan),Tabuanmonkeyshavenot

beenreportedbyFooden(1995).OurPrevious

resultfrombl∝山proteinandmtDNAD-loop
PCR-RFLPanalysesin7monkeysevoked

thatuIisppulationhaslowgeneticvariability.

WecomparedthemitochondrialDNAof

longtailmacaquesonTabuanIslandwith

thosefromSumatra.JavaandKalimantan.

MitochondrialDNAcontainingD-loopregion

wasamplifiedanddigestedwith32restriction

endonucleases.yielding26haplotypes.Two

haplotypeswereobservedinTabuan

populationandfurthermoretheyhavenot

beenfoundinotherpopulations.Genetic

variabilityofthispopulationwasrelatively

lowerthanmainlandpopulation.Although

appearanceofTabuanmonkeysaresimilar

tothecurrentlyrecognizedbyF∝den(1995)

asdarkerlongtailmacaques.ourresults

revcalcdTabuanhasauniquehaplotybe

thatplausiblysharedacommonancestor

withSumatrahaplotype(mainlandtype).

Overall.theresultssuggestmatdistribution

ofmtDNA haplotypeshasgeographic

structureinthepopulationsoflndonesian

longtailmacaques.

下岡ゆき子 :野生ケナガクモザルの社会学的研究

コロンビア･マカレナ地域に生息する野生ケナ

ガクモザル1群を対象に､どのようなグルーピン

グを行うのか､また長距離用の音声がどのように

グルービングに寄与しているのかを検討した｡

土田順子 :老齢ニホンザルの連続位置逆転学習

加齢に伴う前頭前野の機能的変化を予測するた

めに､前頭前野と関係の深い連続位置逆転課街を

老齢ニホンザルに課した.老齢ザルの学習成績は､

若齢ザルよりも劣っていた｡また.反応系列の分

析により.老齢ザルはエラー後の反応の修正が､

若齢ザルよりも困難であることが明らかになっ

た｡以上のことから.老齢ザルにおいて前頭前野

の機能が衰えていることが示唆された｡

中井牌嗣 :古代人および霊長類の古病理学的研究

ニホンザルの椎骨の成長､骨折などの外傷､変

形性関節症などの関節疾患の研究を行った｡また

秋冬2度中国に渡航し､北京､西安､長春の諸研

究機関において､古人骨研究に関する予備調査を

行った｡

藤田志歩 :野生ニホンザルメスの性行動とホルモ

ン動態

宮城県金華山に生息するニホンザルのメスを対

象に､性行動の観察と糞中ホルモンの測定をおこ

ない､行動と生殖生理との関係について検討した｡

上野有理 :ニホンザル新生児における採食行動の

発達

ニホンザルにおける食物選択の学習過程を理解

するため.嵐山E群の新生児を対象に縦断的視察

をおこなった｡採食行動の発達と社会的影響に着

目して分析した結果､ニホンザル新生児では､他

個体との伴食による食物選択の均一化がおこる可

能性が示唆された｡

海野俊平 :図形識別を担う視覚情報処理経路の研

究

図形弁別課題を訓練したサルに､Shape-from-

motionによる図形を用いた課是百を行わせ.図形

知覚が生じる条件を調べた｡またサルの下部側頭

皮質から課題遂行中の神経細胞活動を記録した｡

加藤啓一郎 :報酬や嫌悪刺激への前部符状回の関

与

アカゲザルの前部帯状回から神経細胞活動を記

録し解析を行った｡

祢 康広 :テロメア配列を指標としたマダガスカ

ル産原境類の染色体進化の解析

染色休末端に位置するテロメア配列をプローブ

とし染色体上での分布特性を解析した結果.散超

のマダガスカル産原猿規において,メタセント

リック染色体のセントロメア近傍およびアクロセ

ントリック染色体単腕に多塁のテロメア配列が観

察された｡この分布特性よりマダガスカル産原抜

放の染色体進化機構を解析した｡
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近藤芙智和 :オナガザル亜科における大臼歯唆純

と歯牙使用法

歯牙形態と良性の関には強い関連性が認められ

ている.これらの関連は食物の物理学的特性と破

砕様式の関係によって機能的に解釈される.しか

しながら､岨職級桐の追いを詳細に扱った研究は

ない｡オナガザル亜科は二校歯牲大臼歯という特

徴を兆有していながら､多様な食性を示している｡

食性全体に占める史実 ･桑 ･昆虫の採食割合を兄

とするオナガザル亜科3種を対象とし､上顎第二

大臼歯の未攻托状態の歯牙形態､唆托小面と微細

唆托痕特徴.唆耗進行中の立体歯牙形態を計測しI
た.何れの結果からも､対象3種はそれぞれ､主

要食物の破砕に効果的な歯牙形態をもち､効果的

なPJl嘱運動を行っていることが示唆された.

西村 剛 :ヒトを含む霊長軒Ei部詑官系の比較形

態学的研究

舌や喉頭部の比較解剖を行い､霊長類進化過程

における畷下械柄の変遷に関する仮説を検証し

た.また､頭蓋底形状の比較研究を行い,上科間

変穴とヒトの特徴を明らかにした｡

ÅnaKarinaZavalaGuillen:Geneticdiversity

among African greatapesbased on

mitochondrialDNAsequences

lnthisstudythemitochondrialDNAD-

Loopregionwassequenced,analyzedand

usedasamolecularmarkerforpopulations

ofchimpanzee.bonoboandgorilla.Themain

aimsincluded:1)investigatinggenetic

diversityandprocessesoflocalgenetic

differentiationamongstpopulationsand2)

sheddingnewlightontheevolutionary

processesamongourclosestrelativesand
fromthemtohuman

MauraLuciaCelli:Cognitiveaspectsoftool

useincaptivechimpanzees

Aseriesofexperimentswereconducted

withcaptivechimpanzeesinPRIandSanwa

Kagaku kenkyusho.Theexperiments

involvedtasksthatsimulatedtoolusing

behaviorsobservedinthewild.Aspectsof
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Cognition.learning.acquisition and

transmissionofthetaskswereanalyzed.

Besides山aLanassessmentofenvironmental

enrichmentaspectsortheintr∝luctionofthe

taskwasconducted.

打越万苗子 :テナガザルの身体成長と行動発達

アジルテナガザル人工PiG育児を披政体とし､身

体成長と行動発達について､生後まもなくより縦

断的に記録した.狩られたデータをヒト､チンパ

ンジー､マカクザルについての先行研究と比較し

検討した｡

猿渡正則 :アカゲザル苅4次視覚野における注意

の神経活動に与える影野

注意が神経活動に与える形守を検討するため,

視覚探索課項をアカゲザルに学習させた｡

瀬尾淳一 :ニホンザルのオス間関係について

事由に生息するニホンザルのオスFiJl関係につい

て.兄弟間の行動を比較し考疾した.

山下大輔 :サル中枢神経系におけるBDNF,NT-3

の遺伝子発現に関する研究

成熟マカクサル中枢神経系における神経栄養因

千(BDNF.NT-3)の迫伝子発現をRT-PCR法を

用いて検索した.その結果､BDNFmRNAは大

脳皮符の特に嗣頭前野､側頭野といった紹域に顕

著に多く発現するが.視覚野では少なかった｡ま

た梅馬.小脳に多く発現していた｡NT-3mRNA

は梅馬､小脳に発現丘が多く.一方大脳皮質全般

に発現星が少ない郡が明らかとなった｡

森 琢磨 :霊長類脳発達における神経栄養Eg子の

研究

霊長類中枢神経系での神経栄薙囚子の先達を

ELISA法を用い定見した｡

Go一dBarrett:Endocrinecorrelatesofrank.

repr∝luctionandaggressioninmaleJapanese

macaqucsMacacafhscata

Behavioraldataonreproductionand

aggressionwascollectedconcurrentlywith

fecalsamplesfromsixadultmalesofthe



Arashiyama È'troop.Labworkwillbe

conductedtodeterminetheprimarymetatnlic

pathwayforexcretionoftestosteroneas

wellasthevalidityofusingexcreted

metabolite(S)asanindicatorofcirculating

levelsofserumtestosteroneinthisspecies.

Fieldsampleswillthenbeassayedtofurmer

elucidate the relationship between

testosteroneandrank.reproductiveand

aggressivebehaviorinmalea
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173.
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習課題遂行中のFSニューロンのバースト発火｡

第45回中部日本生理学会(1999年10月､名古

屋)｡第45回中部日本生理学会予稿集p.18.

学位取得者と論文月日

京都大学博士 (理学)

呉田随一 (課程):Perceptionofspecies-sI妃Cific
vocalizationsincommonmarmosets

(CaJJL'thn'xJ'acchus):Experimentalstudies

oDerant-baseddiscriminationparadigm .

(コモンマ-モセットにおける種特異的音声の

知覚 :オペラント弁別による実験的研究)

大平桝司 (課程):StudiesonTrkBinthe

developingPrimatecentralnervoussystem.

(発達期霊長規の中枢神経系におけるTrkBに関

する研究)

伊藤浩介 (課程):Methodsforthebiological

studyofprsonality.

(性格の生物学研究のための方法)

泉 明 宏 (課程 ):Auditoryperceptual

organizationinJapanesemonkeys,(Macaca

fuscata):Somepropertiesconcerning

sequentialandharmonicorganization.

(ニホンザルの聴覚における知覚的体制化 :同

時的 ･経時的体制化に関わる特性)

京都大学修士

上野有理 :ニホンザルにおける採食行動の発達と

社会的影響

海野俊平 :学習課題遂行中にサル大脳皮質から記

録したバーストニューロンの活動パターン

加藤啓一郎 :報酬及び嫌悪刺数の予期に関わる帯

状回のニューロン活動

郷 康広 :テロメア配列を指標としたマダガスカ

ル産原猿短の染色体進化の解明

近藤美智和 :オナガザル亜科における大臼歯唆耗

と歯牙使用法

西村 剛 :真猿類の喉頭位置に関する比較形態学

的研究

Cunha,MauraLuciaCelli:飼育下チンパン

ジー (PantTlDgJbdytes)kおける道具使用

ZavalaGuillen,ÅnaKarina:ミトコンドリア

D-Loopの塩基配列解析によるアフリカ大型類

人猿の遺伝的分化

(3)研究集会
霊長類学総合ゼミナール

所内研究会 rなぜ､今サルなのれ -Whydowo

useprimates?-｣

日時 :1999年12月15日(水)9:30-17:00

場所 :霊長類研究所大会議室

プログラム(◎:発表者)

9:30-ll:30口頭発表Oralpresentation1
O･1ボルネオ ･ビデオレポート(BorneoVideo

ReI泊rt)◎SatosrdHIRATA

O-2 GeographicVariationofMitochondrial

DNAinIndonesiaLong-tailedMacaques

(MacacaFascjcuLaTJ'S):ThePopulationof

TabuanIslandandItsRelationshiptothe

MainlandPop山ations

◎DyahPERWITASARI-FARAJALLAH.Y.

KAWAMOTO,R.C.EYES,R.P.A.LELANA,
andB.SURYOBROTO

0-3野生ニホンザルにおける非段銭的なサンプ

ルを利用した父子判定 (Paternity-analysisof

WildJapaneseMacaquesUsingNonlnvasive

Sampling)◎SachikoHAYAXAWA

0-4ニホンザルの初期成長と初期死亡率の性差

について(InfantGrowthandSexDifferences

inInfantMortalityinProvisionedFree-

rangingJapaneseMacaques)

@HiroyukiKURITA

-82-


